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タスマ

ニアの地質と鉱物資源

小さいとはいえどもオｰストラリア大陸の南東端に

石器時代のやじりに似た独立した島が南太平洋の一角

に浮んでいる.南緯40,401から43.40!にわたる南北

1,110km東西1,180kmその面積は約6万8千平方km一

で北海道の約7万8千平方kmよりわずかに狭い.

この島は全島にわたって地形は起伏が多くとくに西

タスマニア地方は氷河地形を残存し中西部中央高原

1,600mのオッサ山を最高峰とする海抜!,000m以上の

開析された高原性高地が広く発達している.

緯度からみると青森県から道南に比較される高緯度

地方ではあるが気候的には涼温帯に属し南のホバｰ

ト付近では冬季8.6.C夏季16.!｡Cと寒暖差が

少なくまた雨量は東京の年間雨量1,600mmに比較

して乾燥地で500mm山間部で3,000mmと著しい

差がみられこのため山地の多い西タスマニア地域で

は森林資源の開発水力資源の開発により豊富な電力利

用による工業の発達が知られている.

タスマニアの人口は現在約40万弱人口密度は50数人

/km2で北海道よりやや希薄であるが観光資源の開

発工業の発展とともに人口増加の一途をたどってい

る･そして人口14万の州都ホバｰ･は島の南部に位

置している.

タスマニアの原住民は1642年オランダ人のアベル〕蟹

･タスマンによりこの島が発見された当時3,000人以

上居住していたが1825年から30年にかけてアｰサｰ

オｰストラリア

ビクトリア州

メ叱ポ几ンタ

ス

マ

ｰ一､一_一/'､､ン

○バス海∬＼海

紀

一㌣㌧

位置図

高錨清

総督による包囲作戦による闘争と外来人によりもたらさ

れた結核などの病気により絶滅してしまっている.歴

史的にみて最も興味のあるのは1830年から1877年ま

での流刑地であったポｰトアｰサｰで800人以上の

一般囚人を収容した大獄舎ロンドン塔をまねた見張り

やぐらに囚人用病院政治収容合流刑者埋葬墓地教

会などが残され観光地の一つとなっている.流刑当

時のエピソｰドを小説化したといわれる“FortheTeam

ofhisNatiura11ife"というM畑｡UsCL蛆KE著の話を

出すと現在のオｰストラリアの老婦人の中には二度

と思いだしたくないというように眉をひそめる人も多い.

ちょうど徳川幕府時代の佐渡流刑以上であったものの

ごとく足かせごうもんなどの器具から想像される.

とにかくタスマニアの現在の発展はこのような流

刑地として発達したのではあるが豊かた水源により育

った森林資源の開発水力を主とするエネルギｰ開発

また金錫タングステン銅鉛亜鉛などの鉱物

資源さらに近海漁業などにより今目をみている.

まえおきはさておき本題にふれるとタスマニ･ア島の

地質はプレカンブリア紀に属する10数億年前の基盤

岩類がタスマニア島の1/5の面積を占めその主要部

分は西半分の地域に集中している.これらの基盤岩

類はオｰストラリア大陸の一部として形成されたもの

であるが一部を除いては地域的祖変成作用が著しく

①ポトアサの教会跡�
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SP蛆(1963)等によりプレカンブリア紀において少

衣くとも2回の変動期があったとのべられている.

基盤岩類を構成する変成岩はその原岩の相違から珪

岩千枚岩を主とするグルｰプと片岩類珪岩を主と

するグルｰプとにわけられるが地史を加味して考察す

るとタスマニアの中央から北酉にわたって最も古い

時代のプレカンブリア紀の石英質片岩類の分布カ沸ら

れている.変成度は中～低度で白雲母曹長石柘

榴石をともなう石英片岩や片状質珪岩千枚岩角閃

岩などにより構成されている.そしてこの上位には

不整合関係で少量のドロマイト礫岩火山岩類を挾

在する1,000m内外の厚さをもつ珪岩粘板岩を主

とする未変成のプレカンブリア紀の地層がのっている.

その分布は北西部地域にも拡カミりS冊Y(1963)So･

m皿ON(1965)等によりこの両者間の不整合形成期に

フレンチマン(F･enchman)構造運動を想定している.

もちろんこの構造期のプレカンブリア紀後期の地層

堆積前にティエナン(Tyeman)地背斜カミダスマニ

アの軸として形成されたことも強調されている.

そしてプレカンブリア紀の末期において少なくと

も2回の摺曲期とバｰ二一付近のドレライトサベジ

河付近の塩基性貫入岩体の如き火成活動をともなうペ

ンギン(Penguin)構造運動期があったことが推定され

ている.スプリｰ(1963)等の年代測定の結果では

7億年前にこのようなドレライトの貫入カミあったとして

いる.またタラ東方トノレの花開岩岩株もこのペン

ギン構造運動期の末期に貫入してきたものだろうといわ

れている.

これらの構造運動期の前後にティ千ナン(Tyeman)

地背斜の周辺とくに西方に対して10km内外の幅で

オｰバｰラップした形で若い時代のプレカンブリア紀

の地層か堆積しこれらの地層が劣地向斜の堆積相とし

て1,000㎜内外の砂岩シノレト岩ドロマイトなどよ

り在ることが知られている.

これらの堆積岩類はジｰノ･ン東方のカｰビン層灘の

ごとき海浸相を示しまたマウントビショフ(Mt･

Bischo丘)のドロマイト砂岩類キング島のスピライ

ト下部の石灰質岩相レニンンベル(RenisonBe11)の

薄いレンズ状礫岩層などを含めて通称サクセスクリ

ｰク(SuccessC工eek)相とよばれているが末期のプ

レカンブリア紀から早期のカンブリア紀に堆積した地層

であるとされているのみで時代的には確証は得られて

タスマニアの地史

と鉱､化作用

地質時代

第四紀

第三紀｡･㌧､力≦

下都ンユラ紀

二畳紀.､装泰…藪

中部デボン紀…_｡:｡

下部デボン紀

シルル紀

オｰノレトヒヌ紀

下都オｰルド

ビス紀･

上部～中都

カンプりア紀

下部

カンプりア紀

猟紀擬

古期

｡カンブリア紀

全一

念
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榊
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層厚(m)火成活動

氷積層砂礫層玄武岩溶岩

上昇運動

主として浅成堆積層ジｰグネット閃長岩

1,700±氷積層砂岩頁岩層ドレライト

石灰岩石炭層

上昇

カニンブラン構造運動

花商岩蓮入

タベラベラノ構造運動

･,･…班誰郡(砂岩備石平岩)

上昇一ベナンヘラン構造運動

2,OoOm±デ｣ドン石灰岩層

キ

榊一

1oo±オｰエン礫岩層

ジョｰク角礫岩層

ジョｰク構造運動

ダンダス､クリムソンクリｰク層'

5,000±(硬砂岩泥岩僻腰箸)

オフィオライトの貫入

サクセスクリｰク層

700±(ドロマイト砂岩)

ペンギン構造運動

オｰナ層群

2･300±(砂岩泥岩)

フレンチマン構造運動

結晶片岩

珪岩など

花商岩貫入

蛇紋岩の貫入

斑繍岩の貫入

海底火山活動

ドレライト岩脈

角閃岩岩脈

花嵩岩迷入(?)

鉱化作用

ボｰキサイトラテライト

金錫タングステン(砂鉱床)

金硫化鉱物一テレマグマナイタ鉱床

金錫タングステン､

錫モリブデンビスマスト膏混交代鉱床(キング島)

銀鉛亜鉛､セノサｰマル型鉱床

鋼船亜鉛(マウントライエル鉱床)

再1

成1

(銅ニッケル)■

(オスニウムイリジウム)一

銅鉛唖鉛(㌣二六樽床)

(マンガン鉱)

鉄(サベジりバｰ鉱床)�
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このサクセスクリｰク相の上位にはティエナン(Tyn-

nan)地背斜と西北方のロッキｰケｰプ(ROcyCaPe)

地背斜との間に形成された通称ダンダス(Dundas)地

溝帯〔タスマン(T･･m･n)地向斜の早期形成期南端部に相

当する〕に泥岩凝灰岩硬砂岩よりなる層厚5,000m

～7,000mにもおよぶ厚い地向斜性堆積相の発達があ

りこの堆積期の早期にはスピライトの貫入あるい

は数回にわたる蛇紋岩の貫入があったことが知られてい

る.そして後期には浅海成堆積相としての礫岩

硬砂岩泥岩などの発達があったことがわかっている.

このカンブリア紀の火山活動はティエナン地背斜西側

にほぼ南北方向にのびるマウントリｰド火山岩弧によ

り代表される.

マウントリｰド火山岩類の構成岩類はK･Oに富み

角礫質流紋岩礫岩凝灰岩などよりなりその上位は

Na･Oに富む火山角礫岩凝灰岩ケラトファイアｰ

石英ケラトファイアｰなどにより蔽われ全体とし

舳

束

テイェナン

オｰエン堆積盆地背斜

驚､二双紙ノ

･リｰド火1L1衿類､

ケラ斤朴ブリアン紀

結晶片岩

,ファイ､†一^

蜂粋

05㎞

③

カンブリア紀

前後における

両部タスマニ

アの地質構造

運動火成活

動の関係模式

図(KING19

63の想定図よ

り)

て3,000m以上の厚さをもつ火山岩類より構成されて

いる.そしてこれらの火山砦帯の外縁部にはスピラ

イトの分布がみられ相互の堆積岩類との関係からカ

ンブリア紀の海底火山活動に起因すると想定されてい

る.

これらの火山岩類の層厚はピｰマン河とダｰウィン

山の間も最も厚くまたこれらの火山岩類の特定の地

層はタスマニア最大の硫化鉱物の濃集の場所となって

いる.このような海底噴気性銅鉛亜鉛鉱床は

日本の第三紀の黒鉱鉱床地帯の一部に類似性をもつこと

からタスマニア西部のダンダス地溝帯にもカンブ

リア紀にグリｰンタフ同様の地質環境が存在したこと

を示している.

またこの時期にはオフィオライトの活動も知られ

銅ニッケルオスニウムイリジウムなどの金属鉱物

をともなう超塩基性貫入岩体が貫入することも知られ

タスマニア地方における鉱化作用のはじまりと考えられ

ている.

④マウントライエル鉱山の谷に生まれたクインスタウンの街ちょう

ど日本の足尾神岡にあたる鉱山街である.現在4つのモｰテ

ルとホテルポある.右側山頂付近はオｰエン礫岩層ポほぼゆる

い僚斜でのっており部落付近はライエル結晶片岩帯と放っている.

⑤ライエル鉱山開発当初建てられたロイヤルホテル跡�
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マウントライェノレ(Mt.Lye11)鉱山付近において知ら柵

れているジョｰク角礫岩オｰエン礫岩層はカンブ

リア紀堆積層ののちロッキｰケｰプ地背斜やティエ

ナン地背斜に沿うダンダス地溝の外縁部に形成された

小堆積盆に発達したもので厚さ平均100m最大部は

800㎜にも達する.岩質は灰～黄～赤色だとの変化

のある色彩で特長ずけられる粗粒から砂岩質までの程

度による変化がみられまた一部では漂積性の凝もある.

一方では海棲化石も含まれているところからカンブリ

ア紀堆積の後にジュｰク構造運動が行荏われこの結

果形成された海浸の結果このような礫岩層カミ生成され

たと考えられる･海浸はオｰルドビス紀の初期から

末期まで引続き砂質相から石灰質砂岩頁岩石灰

岩と変化しゴｰドン石灰岩として有名な層厚1,800

m～2,000mにも及ぶ石灰質岩相の発達がみられてい

る.
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タスマニア西部中部北東部にわたって知られる

砂岩泥岩および石灰岩の累層はゴｰドン石灰岩堆積

後の通称ベナンブラン構造運動とよばれる上昇運動

をともなう構造運動期をはさんで再び海浸が行なわれ

た結果発達した海成期で最大層厚3,000m以上に

も達する･デボン紀からシルル紀にわたると考えられ

るこのような地層はエノレドン層群とよばれ東海岸の

マシナ層もほぼこの地層に対比される.

タスマニア島ではさらに中期デボン紀の発達まえに橘

曲運動火成活動径どをとも恋う大きな構造運動があっ

たことが知られている.

このようた構造運動はBANKs(1962)によれば下部

デボン紀の劣地向斜発達の結果としてはじまり中期

デボン紀にこのような運動が行なわれている.そして

⑥タベラヘラン構造運動早期の構造要素

この間は地表にあらわれていたため堆積作用はほとんど

知られていないとのべている.

タスマニアの最も重要な構造運動期はこのダベラヘ

ラン構造運動期で今目地質調査の結果認められる

主要構造や変成作用火成活動ぎらにこれにともな

う鉱化作用鉱床の再生作用などはこの構造運動の影

響によるものとされている.

この構造運動はビクトリア州からニュｰサウスウェ

ｰノレズ州まで大陸の中南部にも広く知られており同

様の鉱床生成期をなしている.

中期デボン紀にはこの構造運動にともなう後期の構

造運動としてカニンブラン構造運動が知られている.

⑦第三紀玄武岩溶岩から潅るウェリントン山の頂上ホバｰト市北

酉部山頂部はブロック状節理により風化された角のとれた玄

武岩団塊がゴロゴロしている.

⑧ウェリントン山の玄武岩溶岩流に形成されたほぼ水平的潅板状節理�
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そしてその後はタスマニアの上昇期で二畳紀の

漂積層の発達や下部ジュラ紀の砂岩石灰岩泥岩な

どの累層が発達するまでは大きな堆積作用火成活動

は知られなかったようである.もちろんタスマニア

のデボンポｰト南部地区において知られる石炭層は

二畳紀末の生成によるものと考えられているが大陸に

おけるほど大形のものは知られていない.

中生代後期から現世に至る間は上昇期に当り厚い堆

積相はタスマニア地方には知られていたい1したが

って既存の鉱床の二次的當鉱化時代流失時代ともい

うべきで北部タスマニア北東部タスマニア地方にお

いて分布する多くの砂金砂錫鉱床などの中には中生

代第三紀の砂礫層中に胚胎する砂鉱床も知られている.

もちろん火成活動としては中期ジュラ紀に広範

囲且つ厚いドレライトの貫入がテンション方向の断層

に沿って知られているしまた白亜紀のシクテット

閃長斑岩のような火成活動も知られとくに後者には

少量の金の含有があることで有名である.

タスマニア大学のソロモン(M.S0L0班N)教授は鉱

化作用とタスマニアの地質構造運動との関係について

カンブリア紀から初期デボン紀の間は特に

テンション方向の横圧カミ強調されタスマン地

向斜内に生成された堆積盆や海嶺に沿って

マグマガ地表あるいは地表近くに上昇タベ

ラヘラン構造運動の先構造運動の要因にたる

と共に最初の火成活動鉱化作用をもたらし

たとのべている.

特にジｰノ･ン南部の地質構造運動について

｢｣llξ〆

�

⑧'タベラヘラン構造運動後期の運動バｰタｰン模

式図

は図の如き構造運動の機構の中でMt,Lye11の様な

銅鉱床はリンダ(Linda)断層帯の中に生成されたもの

であろうとのべている.

これらの構造運動にともなう弱線に沿っては数多く

の火成岩の貫入が知られその方向はC畑EY(1953)に

より示されているようにNW方向の構造に支配されて

いるといわれるがすべての特長的な火成岩にもとな

う鉱床は貫入体の周辺に知られている.

BEowNE(1949)は火成岩の貫入期としてタベラヘ

ラン期とカニンビラン期とに分類しこれにともなう

鉱化期を2回に区別している.

これらの貫入時期についてはクイｰンズタウン西北

方へ一ムスキルク花闇岩類についてはK-Ar法によ

り326-345M.Y.〔M.Y.…単位百万年〕石炭紀に相当す

るアダメライトであるとされ北部バｰ二一のコｰノレ

湾花開岩類についてはK-Ar法により345-359M.Y.

上部デボン紀の貫入によるアダメライト質花開岩であ

ることが推定されている.灰重石鉱床の接触交代作

用を与えたと考えられるキング島の花崩岩もこの後

者の貫入時期に相当するものと考えられているカミペグ

㌧

押

タスマニアの主要鉱物資源の分布

仁

ラタ港
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マタイトについては717M.Y.と古期のものも存在し

またランプロファイアｰ岩脈は137M.Y.と計算さ

れている.

上記の花開岩類の分布はダンダス地溝帯の西側に沿

う背斜構造帯に沿って分布しこの構造帯の中央部に

当るワラタ付近の花商岩体にとも恋う石英斑岩や小

火山栓にともなってはレニンンヘノレの様な錫石磁硫

鉄鉱鉱化作用がみられる.

以上のような火成活動をべ一スとしてタスマニア島

の主要金属鉱床を示すと

正号漿鉱床

へ一ムスキルク花闇岩類……錫石

クニ蛇紋岩体……黄銅鉱ペントランド鉱

アダムスフィｰルド輝岩･…･･オスミウムイリジウム

サベジ河角閃岩……磁鉄鉱

高熱交代鉱床

キング島花開岩類……灰重看

花商岩貫入にともなう鉱脈

アベルフオイノレモイナ鉱脈一･･錫石ウオノレフラム鉱

マウントビショブレニソンベル鉱脈および

交代レンズ鉱床……錫石磁硫鉄鉱黄鉄鉱

マグネットジｰノ･ンの鉱脈一･･含銀方鉛鉱

閃亜鉛鉱荏ど

噴気火山性の鉱床と考えられるもの

マウントライエル鉱床……斑銅鉱黄銅鉱黄鉄鉱

ロｰズベリｰヘノレキュレス鉱床……

閃亜鉛鉱方鉛鉱黄銅鉱

花筒岩類の貫入との関係が明らかでない毛の

マシナビｰコンスフィｰルド鉱脈･･一金

が知られている.

BILIBIN(1955)によればタスマニアの鉱化期をカ

ンブリア紀に2回デボン紀のタベラベランカニンブ

ランの2回そして最終段階として中生代から第三紀

のTe1emaymatic鉱床や海浜性堆積と火山活動にと

もなう鉱化期の5段階に区分している.

プレカンブリア紀にはサベジ河における角閃岩体中

に含まれる正号漿性磁鉄鉱床以外に大陸にみられるよ

うな大型の鉱床はまだ発見されていない.

ただタスマニア地域で興味がもたれるのはカンブ

リア紀においてタスマン地向斜の初期にあたる時期に

すでにのべたマウントリｰド火山岩類とよばれる浅海

性火山活動期が存在することで日本のグリｰンタフ地

域と同様に噴気性海底火山活動の結果銅鉛亜鉛

などをともなう多量の硫化鉱物の放出があったことで

これらが石灰岩質岩石やスピライト安山岩などの

避出岩石とともに砂岩頁岩などの堆積層中にほぼ整

合的に生成されていることである.もちろんこれ

らの堆積層の剛こは超塩基性岩体や酸性貫入岩体に

ともなわれる銅ニッケノレなどの鉱床の存在があっ

たことも知られ初期の鉱化期として十分に推定される

点である.

オｰノレドビス紀の礫岩層の発達は最初の鉱化期の終

結を示すもので後期のタベラベランカニンブラン校

どのデボン期鉱化期と区別されている.

このデボン期の鉱化作用は大部分カミ構造運動にと

もたう著しい花開岩の迷入に関係するものである点か

ら鉱化作用による鉱石鉱物も銅鉛亜鉛などの硫

化鉱物のほかに錫タングステンモリブデン金祖

とを主とすることも特長的である.

ここにも一つ問題点と考えられるものはカンブリ

ア紀の鉱化期に生成された海底噴気性鉱床がその後

の構造運動とくにタベラヘラン構造運動期の変形

変成あるいは火成活動の結果変成鉱床として再成

されているのではないかと考えられる点である.

マウトライエノレ鉱床地帯ではライエル鉱山の各鉱体

はそれぞれ異たった母岩の中に胚胎している.すたわ

ちライエル束ダｰウィンの鉱床は緑泥質あるいは

⑩サベジリバｰ鉄鉱山

タスマニア西北部.サベジ川流域に分布する角閃岩および緑色片岩｢l1

に胚胎する磁鉄鉱を採掘し磁力選鉱により磁鉄鉱を回収すると共に

70㎞は恋れたラタ港にバイプライ;ノを通じて精鉱を流送し周本に

輸出している.この鉱山の開発は日本と米国との合弁会社による技

術とオロストラリアの資本による国際的共同企業である,�
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⑪マウントライエル鉱山西ライエル鉱床の露天掘

絹雲母質片岩中に胚胎しているのに対しジュｰク湖の

鉱体は花闇斑岩質フェルサイトプリンスダｰウィン鉱

体は赤鉄鉱々染帯中に胚胎しまたリンダ断層帯に

沿う裂嬢帯に鉱体の発達が著しいことなどから従来

熱水性鉱脈型鉱床と考えられていたカミ鉱床の一部には

片岩類の地層に整合関係を示す特長荏どのほか鉱石組

成の面からもカンブリア期の海底噴気性鉱床の変形

変成による再生型鉱床であると考えることが妥当では

ないかという意見も多くたっている.

床カミほぼ整合的に胚胎しておりBRAT互wAITE(1969-

1972)等により噴気性堆積型鉱床であることが指摘

されている.

次にタスマニア地域において特長的な金属鉱床は

錫タングステン鉱床で麗述のごとくデボン紀の花

崩岩遊入に関係がある.一般的には花簡岩送入体中

あるいはその周辺の堆積岩中に脈状レンズ状など

構造運動の結果生成した割目中に石英脈として胚胎す

るものであるがレニソンベル鉱床やキング島南東部

の鉱床の如く花闇岩の送入による高温交代鉱床として生

成されるものも有名である.

レニソンベル鉱床ではカンブリア紀のレニソンベノレ

頁岩層クリムソンクリｰク層群中のドロマイト質石

灰質堆積岩層中の特定の地層に整合的に胚胎し選択的

熱水性交代作用による鉱床であろうと考えられる.電

気石石英錫石などの生成により錫鉱床として開発

されているものであるカミ品位は低く平均晶位O.085

%Snであるが600万トン以上の埋蔵量があるとされ

ている.1935年までの生産量のほとんどはこの鉱床

の露頭部ゴヅサン中の二次的濃集部を採掘したものと

いわれる.

とくに北方のロｰズベリｰ鉱床では火山砕層岩や

黒色粘板岩と緑泥石絹雲母石英片岩類との境界部に

地層の榴曲構造や堆積の方向性に沿って閃亜鉛鉱

方鉛鉱黄銅鉱などの硫化鉱床や重晶石を主とする鉱

�

�
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次にタスマニア島酉北方バス海峡に浮ぶキン

グ島の鉱床は高温交代鉱床として知られている.

カンブリア紀あるいはプレカンブリア紀と考えられる

グラシイ層灘の石灰質岩層に花闇岩体が避入しその
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･.一･j直丑各

｡砂錫鉱床

固錫鉱床

魎デボン紀花商号
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□赤色岩

ロレニソンベル頁岩

囮磁硫鉄鉱々床
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ぺ

⑮レニンンベル鉱床の模式断面図

⑭

北東部タスマニアのデボン紀花開岩と錫鉱床分布図

影響により高温変成作用が岩層の性質により選択的に

行なわれ数層の地層に整合的荏鉱床が生成されてい

る.鉱石鉱物としては灰重石を主とし平均品位

WO･0.8%として約600万トンの鉱量が見込まれて

いる.

そして最後に考えられるのは砂鉱床である.第

三紀以後においてはシクニット花開岩体中に胚胎する

初成金鉱床の分布もしられているが現在までタスマ

ニアで多量の生産量を示したものは砂金砂錫などで

ある.とくにタスマニア東北部のビｰコンフィｰ

ノレドレブロイ北東金鉱床区ではデボン期の火成活

動にともなうと考えられる多数の金鉱脈が主として

シノレノレ紀一デボン紀の堆積層であるマシナ層中にあ

るいはそれ以前の岩石中にも花南岩体同様に層理面

割目断層をうずめて合金石英脈として胚胎している.

これらの地域においては100以上の鉱脈型鉱床がほ

ぼNS方向の鉱床帯を形成し1880年代から現在まで

にオｰストラリア全産金量の2%以上にも達する

45万オンス以上の産金を示している.
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④陽輝石ホルンフェルス35m以.ヒ⑯

⑤輝石一柘榴石ホルンフェルスO_ユ7mキング島の灰重石鉱

○上部鉱層(アンドラダイトスカルン)､o_13m床断面図

⑪マｰカｰ層(黒雲母一長石ホルンフェルス)ト8m

⑭下部鉱層(アンドラダイトスカルン)17昨37m

⑰漸移帯O_12m

◎陽輝石一黒雲母一長石ホルンフェルス�
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もちろんこの地域においては二次的な鉱床として

の砂金鉱床もその主要た部分を占めている.

特にビｰコンフィｰルドの砂金地帯では白金ニ

ッケル鉱クロｰム鉱も含有し開発当時は有名であっ

た.

また興味のあるのは第三紀以後の玄武岩溶崇流下に

おける砂金砂錫鉱床も知られ今後の探鉱についても

若干の期待がもたれている.

地史的な背景からタスマニア島が本土から分離した

のは漸新世に放ってからと考えられている.

タスマニア島北部やキング島たどで漸新世から中新

世の海棲化石が含まれているしランセストン地方の

砂岩礫岩層中にも古第三紀の海棲化石カミ合まれてお

り海浸の結果としてこの時期にタスマニアが大陸

からはなれさらにバス海峡形成の基礎となっている.

現在バス海峡で探鉱が行なわれ新しく発見された

オｰストラリアとしては最大の原油生産量を示してい

るハリフット(Ha1ibut)キングフイジュ(K三ng丘sh)

などの油田はビクトリア州のYa11oomなどの含褐炭層

とほぼ対比される地層であり低硫黄その他の要素か

ら植物性油田ではないかとの凝がもたれている.こ

のよう柾油囲発見のためにタスマニア州政府としても

バス海峡のタスマニア島北海岸地域で海底探査が行な

われつつある.

タスマニア島の中南部にわたって広く拡がっている玄

武岩溶岩流はビクトリア州同様広くタスマニア島に

分布しホバｰト西方のウェリントン山たどはこの

バ又

㌔ノ

だコ』風

6画ミビｰコンスｰ

､δ､フィｰルド｡'～

溶岩台地の一部であり東南海岸地域においても風化

にたえて残った玄武岩溶岩流は特長的な板状節理柱状

節理の発達した岩石として露出している.

またこれらの玄武岩の一部はラテライト化しホバ

ｰ･北西におけるごとく粘土質ボｰキサイトとして採

鉱が行なわれている.このようなボｰキサイトの開

発はタスマニアにおける豊富な水力資源の電力開発と

相まってベルベイのアルミニウム精錬所の原鉱石とさ

れていたが本土における大規模なボｰキサイト鉱床

の発見開発とともにこれらのアノレミニウム精錬所の

供給原料は大陸に依存されつつある.

タスマニア州における鉱産物の中で最も重要なもの

は金銀銅鉛亜鉛錫タングステン鉄そ

の他若干の建設用原材料として煉瓦用の粘土セメン

ト用石灰岩粘土および石炭などが知られている.

金は最初にFinga1近くで1852年に発見され当

時の大陸のゴｰノレドラッシュの流れにのりタスマニア

東部および西部でビｰコンフィｰルド(Beacons丘e1d)

レフロイ(Lefroy)マシナ(Mathima)アノレバｰトン

(A1berton)フォレスタｰ(Forester)リンダｰスト

(Lyndhurst)地域などで探鉱開発が行なわれ全体で

270万ファインオンス以上の産金カミ記録されている.

一ビｰコンフィｰルド地域においては有名なタスマ

ニア鉱脈が1877年に発見され1877年から1914年までの

間に平均品位Au16dwt/tonの粗鉱100万トンを処

理して85万オンス以上の金を生産したといわれる.

鉱脈は砂岩中に胚胎し延長500m平均脈幅2m

内外最大脈幅8mにも達する.深さは約

500mまで開発され深さ130m以上の鉱脈では

平均品位Au28dwt/tonを示すに反し深さ

400m内外の位置では平均品位Au2.5dwt

λ

｣/tOnに低下している.

�

金の他に硫化鉱物として黄鉄鉱黄銅鉱

､r方鉛鉱をともないこれらの硫化鉱物は下部に

'r移るにしたがって多くなっている.この地域

之には23の同様の鉱脈か礫岩中の裂醇を充

填して分布するがいずれもその規模は小さ

レ､.

章

国街

一一一･道路

1LLu･㎞

⑰北東部タスマニ

音1;1㌣

アの金鉱床帯

ランセストン北方27マイノレのダマｰル地域

は通称レフロイ金鉱床帯として知られている.

1872年の発見で今までに17万オンス以上の

産金があったと報告されているマシナ層中の

鉱脈鮮が分布している.硫化鉱物として黄�
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銅鉱黄鉄鉱輝安鉱硫砒鉄鉱がともなわれることも

特長的である.

タスマニア北東部の金鉱地帯はマシナ南のマンガナ

からマシナタンリバノレトアノレバｰトンワレンチ

ナフォｰレスタｰを通じて北東海岸までNNW-

SSEの幅4km内外の細長い金鉱ベルトを形成してい

る.

地質的にはすでにのべたシノレル紀のマシナ層(砂

岩シルト石頁岩の互層よりなる)の榴曲構造が顕著

に知られそのフォリエｰションの方向はNNW傾斜

はSW方向に急傾斜を示す.

そして鉱床はフォリエｰション地層面節理など

を充填した合金石英脈として胚胎している.

鉱床帯の東西には広範囲にわたり錫タングス

テンなどの鉱床をともなうデボン紀の花開岩体の避入

が知られており金の鉱化作用もこれらの花開岩体の

迷入に関係が深いものと考えられる.

鉱脈の規模は幅1m内外から10mにも及ぶもの走

向延長300m以上にも達するものがあり鉱脈の数も多

くこの地域の現在までの産金量は53万オンス以上'

にも達している.

その他西部マウントライエノレマウントリｰド

ロｰズベリｰ地域でも鉱山開発当初は金山として開発

されたものでこの地域の産金量は約3万オンスであ

ったと記録されている.

銅鉛亜鉛硫化鉄鉱床として知られているものは

ほとんど西部タスマニアに集中しておりその代表的

な鉱山はマウントライエル鉱山マウントリｰドｰ

ロｰズベリｰ鉱山だとが知られている.

マウントライエノレ鉱山ではオｰノレドビス紀のオｰ

⑱マウントライエル鉱山の西ライエル露天掘付近からクインスタウ

ン方向を望む.鉱山付近は日本の鉱山同様鍋精錬による煙害によ

り樹木がほとんど枯死している.同鉱山は数年前から銅精錬

の企業的メリットの悪化から選鉱場のみを残して精錬所を休止し

酉ライエル鉱床の下部開発と共に合理化を進めつつある.

エン礫岩層およびカンブリア紀のダンダス層灘中の

砂岩泥岩などの岩層および火山岩類中に鉱体が胚

胎しておりいずれもデボン紀のタベラヘラン構造運

動にとも恋う変動校らびに火成活動によりカ1■ブ

リア紀の鉱化帯が変形変成されて生成されたと考え

られ硫化鉱物は摺曲断層割目層理面などの構

造的要素のある部分に濃集しエシェロン状雁行状の

鉱体よりなっている.

現在年産銅量にして1万トン以上の精鉱を生産

しているが開発当初から現在までに70万トン以上の

銅が生産されている.

マウントリｰドｰロｰズベリｰ鉱山では主として

含銀方鉛鉱閃亜鉛鉱を主とする硫化鉱体は下部カン

ブリア紀の凝灰岩頁岩など火山砕屠岩層中に胚胎し

カンブリア紀の噴気堆積鉱床として知られている.

⑲マウントライエル地域開発のため設けられた鉄道

⑳ジｰノ･;■釣山博物館にある初期の選鉱機の模型�
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北部直轄領2.2%

西クイｰンズ

1…ト･鰍｡.｡%ユウ1

ズル

1400ビ州皿I

内田ユ960

7'日その他

6目砕鉱

5一皿建設用原材料

皇皿銅鉱

固

3口鉛亜鉛鉱

2口鉄鉱

ユ鱗石炭

単位1艦≒370円

⑳

オｰストラリア鉱産額

とタスマニア州鉱産額

との比較

鉱石鉱物は細粒で硫化鉱物中の30%内外は閃亜鉛鉱

30-40%は黄鉄鉱7-10%は方鉛鉱となっており

その他少量の黄銅鉱斑銅鉱硫砒鉄鉱磁硫鉄鉱

四面銅鉱濃紅銀鉱自然金自然銀をともない脈石

として炭酸塩鉱物石英重晶石緑泥石などよりた

る.現在までに約700万トン平均品位鉛6%亜

鉛20%銅0.95%銀6｡稻/｡金2dwt/tの鉱石を産出し

400万トン以上の埋蔵量があると考えられている.

西タスマニア地域の他の特長的な鉱床としてサベジ

リバｰ鉱山がある.この鉄鉱床はプレカンブリア紀の

塩基性貫入岩体の中の岩漿分化鉱床が変成作用をうけ

現在のような角閃岩体中の硫鉄鉱床を形成したといわ

れる.

鉱量としてこの地域全体で約2億トン.鉄品位

35-40房が賦存すると考えられ現在目米豪合弁会杜で

開発している.鉱石は磁選ののちスラリｰ輸送しラ

タ港においてペレットを製造し年間200トン以上を

日本向輸出している.

そして最後にタスマニアにおいて最も特筆される

べき鉱産物としてあげられる錫とタングステンがある.

年間約5,000トンの錫を生産している.この生産量は

オｰストラリア全体の半分以上を占めその最大の生産

鉱山であるレニンンベル鉱山はタスマニア西部地域

シｰハン北東約17kmの位置にある.

砂岩頁岩および礫岩などよりなるカンブリア紀以

タスマニア州の主要金属鉱物生産額

鉱種

金

(ファインオンス)

銀

(ファインオンス)

銀一鉛鉱

(トン)

鋼

(トン)

鉛

(トン)

亜鉛

(トン)

鉄鉱

(トン)

マンガン鉱

(トン)

ll/㌘㍗

錫鉱

(トン)

硫鉄鉱*8

(トン)

ルン鉱

(トン)

生産量(1970年

末までの生産)

㈬����

�����

�������

����

㌰㌮�㌀

�〳���

�����

2,435湖

��㌰

㈸��

����

����

���

現在の生産

額(1970)

���

��㌮��

㈳��

���

���

�����

��

��　

���

���

���

主要鉱山

主として

マウントライエル鉱山

回一スペリｰ鉱山

同上

ジｰノ､ン地区･

マウントライエ川鉱山

ロｰズベリｰ鉱山

ロｰズベリｰ鉱山

サベジリバｰ鉱山

ストレイクリｰク鉱山

キング島地区

レニンンベル鉱山

クリｰブランド鉱山

アベルフォイル鉱山

マウントライエノレ鉱山

ロｰズベリｰ鉱山

キング高地区

*11961年までの生産*2主として二酸化マンガン鉱石

糊含有硫黄量

工業用電力使用価格(ファイナンシァルレビュｰより1969)

タスマニア

ニュｰサウスウエｰルズ

ビクトリア

クイｰンズランド

南オｰストラリア

西オｰストラリア

(全オｰストラリア平均

O.53セントノkWh

��

��

��

��

��

���

代表的各国別中規模工業用電力価格

オｰストラリア

英国

アメリカ合衆国

回本

ニュ1ジｰランド

1.8セント/kW}

��

��

��

�伀

(1セント÷3.7円)

前の堆積岩層中にデボン紀の石英斑岩の貫入カミありこ

れに関係すると思われる鉱液が堆積岩層中の層理面に

沿って貫入し交代鉱染が行政われ数層の鉱層状鉱

脈を形成している.錫の平均品位は0.7-1島内外で

硫化鉱物として磁硫鉄鉱硫砒鉄鉱黄鉄鉱などの他に

スタンナイトのような鉱石鉱物も随伴している.

ζのよう匁鉱床はこの地域には数多く分布し代表

的なものだけでもマウントビショフマウントクリｰ

ブランドなどがあげられる.特長的なことはこの北

酉部区域の北方にあたるキング島においてオｰルド

ビス紀の花鹿岩の貫入による高温交代鉱床として特筆�
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される灰重石鉱床が存在することである.

オｰストラリアのタングステン鉱はほぼ年間2,500

トンが生産されこの中の一/2が灰重石であるがこ

の灰重石の殆んどがこのキング島の鉱床から生産され

ていることからもタスマニア島オｰストラリア全体

からみて特筆すべき鉱床区の一つとされるものである.

現在の推定埋蔵鉱量約200万トン(WO.0.52%)

と考えられている.

以上のようにオｰルドビス紀からシノレノレ紀の花闇岩の

貫入にともなっては北酉部区域のみならず東部地域

にも多くの鉱床カミ分布しておりアペフォイノレ鉱床

ストレｰズクリｰク鉱床などはその代表的なものであ

る.

いずれも鉱脈型の鉱床であるがまた地表部には二

次残溜型砂鉱床の分布も知られておりこの地域では

砂錫砂タングステン鉱だとも砂金と同様に漂砂鉱床

として採掘されている.

最後にタスマニアの鉱工業発展の基礎になっている

ものに豊富な電力資源があげられていることは衆知の

事実である.

酉タスマニア地域の急峻な山岳地帯と豊當な雨量によ

り長期計画による水力発電計画が推進され南西

部のゴｰドン河発電計画はシドニｰ近郊のワラガンバ

ダムの7倍スノｰ山開発計画の中のプロジェクトより

も大きくなるものとされている.

また電力コストも世界最低の基準がまもられ全オ

ｰストラリア平均の約1/｡日本の工業用電力コストの約

1/｡でありこれらの低コストの電力エネノレギｰを背景

としてコマノレコ社によるベルベイアノレミニウム工場

E.Z.杜のリストンロｰズベリｰ工場バｰ二一のバ

ルプ工場その他数多くの製造工業が発達している.

このような事実からタスマニアはシドニｰメノレ

ボノレンなどとは異なった形のエネノレギｰ開発が進められ

ている.一つの代表的な工業圏として注目されており

ニュｰジｰランド南島南端のブラフに建設が計画され

ているアノレミニウム工場の場合もタスマニアにおけ

る安価な電力を利用するケｰスを見習ったものであり

今後の鉱工業のあり方の指針を与えている点に考えさ

せられる点が多い.

(筆者は鉱床部現在トルコ国へ派遣中)

･日本岩石鉱物特殊

技術研究会

1.昭和48年8月4目

(土)～6目(月)

2.第16回研究発表会

(金属非金属構

造地質耐火物等の

薄片研磨片の作成

に関する講演会)

3､東北大学理学部地学

第2(岩石鉱物鉱床学教室仙台市青葉山宇青葉)

日本岩石鉱物特殊技術研究会

神奈川県川崎市高津区久本135地質調査所内

目本岩石鉱物特殊技術研究会

留(04逐)86-3171(内線211)

日本地球化学討論会

1.昭和48年10月!目(月)～3目(水)

2.1973年地球化学討論会

3､秋田大学(秋田市手形学園町)

4.H本地球化学会･日本化学会

5.東京都杉並区高円寺北4-35(〒166)

気象研究所地球化学研究部内目本地球化学会事務所

留(03)337-1111(内線75)

◎課題討論

難簑鰐鮒学〉招待講演のみ

他に一般討論

･日本地学教育学会

�

㈮

㌮

�

�

昭和48年7月30目(月)～8月2目(木)

(大会7月30目･31目)

昭和48年度全国地学教育研究大会･日本地学教育学会

第27回全国大会

鹿児島市中央公民館･鹿児島文化センタｰ

目本地学教育学会ほか

鹿児島市上之園町23-1

鹿児島県立甲南高等学校地学教室内

大会準備事務局今村隆夫留(0992)54-0175

日本分光学会

11召和48年8月1H(水)～4肌二1二)

第9回夏期セミナｰ

新潟県妙高高原松ケ峰ホテル

目本分光学会

東京都新宿区百人町3-25-2

応用光研工業株式会社(蚕糸研ビル)

日本分光学会留(03)362-7881

〔注〕1.開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5､連絡先(掲載順位は原稿到着順)�




